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成田赤十字病院は印旛保健医療圏域
の地域リハビリテーションの中核 
となる印旛地域リハビリテーション
広域支援センターとして指定されて
います。 

成田赤十字病院 

【支援センターの役割】 

１連絡協議会の開催を通じた地域リハビリテー 

 ション関係機関相互の連携支援体制の構築 

2地域包括ケアの推進に向けた市町村への事業協力 

3リハビリテーション専門職の在籍していない 

 地域リハビリテーション関係機関に対する相談支援 

４研修等の実施を通じた地域リハビリテーション関係 

 機関従事者の協働促進 



平成2９年度 運営会議 
 日  時：平成29年4月18日(火)、平成29年12月7日(木) 

 検討事項：「講演会のテーマについて」、「圏域内調査について」など       

 出席委員：１）内部委員・・・（医師、PT、MSW、事務など） 

      ２）外部委員・・・４名 

        教育機関     １名        （PT１名） 

        病 院      ２名  （PT１名、OT１名） 

        包括支援センター １名 （介護支援専門員１名） 

      

                     

 

 
                                       

 

 

 

２ 

年数回開催し、外部委員
をお招きして広域支援セ
ンターの活動内容などに
ついて検討しています。 



平成29年度 連絡協議会 
 日  時：平成29年6月３0日(金) 18:30～19:30 

 検討事項：１）平成28年度事業報告および平成29年度事業計画 

                  ２）「ちば地域リハ・パートナー」制度について 

 参  加：行政機関、医療機関、地域包括支援センター、教育機関、老健、特 

      養、訪看など４５名 

 

３ 



平成29年度 パートナー会議 
 日  時：平成29年6月３0日(金) 17:30～18:30 

 内  容：１）「ちば地域リハ・パートナー」制度と事業内容について 

                  ２）パートナー施設紹介 

      ３）意見交換 

 参  加：パートナーである医療機関、老健、特養、大学などの９施設１４名 

 

４ 



 
 日 時：平成29年5月22日（月） 

 場 所：成田赤十字病院 A棟8階講堂 

 講 師：一般社団法人 日本訪問リハビリテーション協会  

     相談役 伊藤 隆夫 先生 （理学療法士） 

 演 題：「地域包括ケアとリハビリテーションについて」 

 参加者：１０１名（※歴代最多の参加者数となりました） 

５ 

平成29年度 第1回講演会 



地域活動  
テーマ：義肢・義足体験、ギブスの型取り体験 

   （於：成田赤十字病院 ふれあい広場201７） 

日 時：平成２９年１１月1１日（土） 

参 加：地域住民約200名 

６ 



平成29年度事業 今後の活動予定 

７ 

 
（１）平成29年度第2回地域リハビリテーション広域支援センター講演会 

 日 時：平成30年3月1日（木） 

 場 所：成田赤十字病院 A棟8階講堂 

 講 師：国際医療福祉大学 成田保健医療学部 言語聴覚学科  

     准教授 石山 寿子 先生 （言語聴覚士）  

 演 題：「摂食・嚥下障害について」（仮） 

 

（２）圏域内アンケート調査 

 日 時：平成30年2～3月頃 

 対 象：印旛圏域の市町、地域包括支援センター 

 内 容：印旛圏域においてどの地域でどのような地域リハ事業が実施さ 

     れていて、リハビリ専門職がどのように関わっているのかをア 

     ンケートによって調査し、以て今後の広域支援センター事業に 

     活用していくことを目指します。 


